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【活動方針】 

◆がん患者支援事業のポイント 

正力厚生会のがん患者助成事業は、①「がん患者団体への助成」②「医療機関への

助成」③「読響ハートフルコンサート」を３本柱として進めている。 

「がん患者団体への助成」では、患者団体の事業計画の内容を最も重視しつつ、資

金力に乏しい団体や、地方に活動拠点を置く患者会にも配慮して助成先を決定する。 

「医療機関への助成」は、全国の図書館にがん情報の冊子セットを贈り、図書館と

地域のがん拠点病院の連携を図る国立がん研究センターの「がん情報ギフト」事業に

助成する。 

「読響ハートフルコンサート」は、２０２６年度も地域バランスを踏まえて全国８

医療機関で開催する。 
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（ ）内は、２０２５年度予算比較 

 

◆収入総額  ２４８３万７２００円（３１万３０００円増） 

   

【１】基本財産運用益    １３５０万１２００円    （前年度と同額） 

読売新聞グループ本社株式、広島テレビ放送株式、宮城テレビ放送株式

の配当見込み額 

【２】特定資産運用益          ３０万円     （２８万円増） 

   定期預金利息などの見込み額  

【３】寄付金収入①         １１００万円    （前年度と同額） 

読売新聞東京本社への寄付申請予定額 

【４】寄付金収入②             ０円         ０円 

「特定事業助成資金」からの取り崩し見込み額 

【５】雑収入           ３万６０００円  （３万３０００円増） 

普通預金利息などの見込み額 

 

◆支出総額   ２４８３万９８５４円（３０万８７７８円増） 

【１】がん患者支援事業費    １７３６万５０００円   （４８万５０００円増） 

 

 

患者団体への助成事業     ７６１万５０００円      （３万５０００円増） 

医療機関への助成           ３２０万円       （１０万円減） 

がん医療フォーラム             ０円      （前年度と同額） 

読響ハートフルコンサート       ６５５万円       （５５万円増） 

 

【２】管理費           ７４７万４８５４円  （１７万６２２２円減） 

 

役員報酬          １６４万０４６４円       （５５２円減） 

給料手当              ２４０万円     （前年度と同額） 

会議費                ４０万円       （７万円減） 

旅費交通費              ４８万円     （前年度と同額）  

通信運搬費              １５万円       （２万円増） 

修繕費            ２５万３１１０円   （４万４３３０円増） 

賃借料           １３９万１２８０円     （前年度と同額） 

諸謝金                ６０万円      （２０万円減） 

雑費                 １６万円       （３万円増） 

 

【事業活動収支差額】                 △２６５４円



 3 

■支払助成費等             １７３６万５０００円 

がん患者支援事業            １７３６万５０００円 

（４８万５０００円増） 

＜患者会活動への支援＞  

患者団体等への助成事業（継続）         （７６１万５０００円） 

 （３万５０００円増） 

全国のがん患者会、がん患者支援団体などで、資金不足からイベントやプ

ロジェクトなどの実施が困難な団体を公募し、活動資金を助成する事業。２

００７年度から始まり、２０２６年度で２０回目となる。計５８団体（２０

２５年度４８団体）から応募があり、１月２９日の専門委員会で３３団体（同

２９団体）への助成を内定したが、１団体から辞退の申し出があり、最終的

に３２団体となった。事業内容に応じて１団体に最高５０万円を助成する。 

【助成団体と事業内容一覧は別紙】 

 

 

＜医療機関への助成＞                    （３２０万円） 

 （１０万円減） 

「がん情報ギフト」事業継続の支援 (継続) 

図書館にがん情報の冊子セットを寄贈する国立がん研究センターの「がん情

報ギフト」事業には、２０１９年度から助成を行ってきた。新年度も冊子セッ

ト寄贈のほか、図書館と拠点病院等が連携して啓発イベントを開く「がん情報

ギフト 結ぶ」事業などに、３２０万円を助成する。 

冊子セットは全国７７４館（２０２５年９月現在）に寄贈され、図書館司書

と拠点病院相談員らによる交流研修会なども行われている。 

 

＜ＱＯＬ（クオリティー・オブ・ライフ）向上への助成＞ 

 

読響ハートフルコンサート（継続）           （６５５万円） 

（５５万円増） 

がん患者や家族たちの心を癒すには音楽が有効と考え、２００７年度から公

益財団法人読売日本交響楽団の演奏者を病院に派遣して、待合室ロビーなどで

弦楽四重奏を披露している。 

今年２月までで開催数は通算１１５回に達し、２０２６年度は２０医療機関

からの応募があった。この中から地域バランスを考慮しつつ、初開催で最近は

近隣での開催もなかった８病院を会場に内定した。 
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2026 年度読響ハートフルコンサート開催予定 

5/27 東京都立墨東病院 東京都墨田区 初開催  
6/30 市立旭川病院 北海道旭川市 初開催  
7/7 知多半島総合医療センター 愛知県半田市  初開催  
9/3 八尾市立病院 大阪府八尾市 初開催  
10/7 磐田市立総合病院  静岡県磐田市 初開催  
10/27 琉球大学病院 沖縄県宜野湾市 初開催  
11/11 川崎医科大学総合医療センター 岡山市 初開催  
2/8 福山市民病院 広島県福山市 初開催  
 

以上 


